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郷
土
資
料
館
の
玄
関
ポ
ー
チ
の
向
か

っ
て
右
側
奥
に
解
説
板
と
と
も
に
、
幅

約
25
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
、
高
さ
約

60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
頭
形
を
し
た

古
び
た
石
柱
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
正
面
を
よ
く
見
る
と
「
阿
閇
村
道
路

元
標
」
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
道
路
の
起
点
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ご
存
知
で
す
か
?

　

江
戸
時
代
に
は
「
お
江
戸
日
本
橋
」

が
、
東
海
道
五
十
三
次
な
ど
江
戸
と
各

地
を
結
ぶ
五
街
道
の
起
点
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
、
江

戸
時
代
の
起
点
が
そ
の
ま
ま
引
き
継
が

れ
、
東
京
・
日
本
橋
と
京
都
・
三
条
大

橋
の
橋
の
中
間
が
諸
街
道
の
起
点
と
し

て
定
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、

近
代
化
を
進
め
る
明
治
政
府
は
、
明
治

18
（
1
8
8
5
）
年
に
、
日
本
橋
を
起

点
と
し
て
各
地
へ
の
国
道
網
を
定
め
ま

し
た
。
た
だ
し
、
明
治
時
代
は
鉄
道
網

の
整
備
が
優
先
さ
れ
、
道
路
網
の
整
備

は
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
大
正
8
（
1
9
1
9
）
年

に
は
、「
道
路
元
標
」
を
各
市
町
村
に
1

ヶ
所
設
置
す
る
こ
と
、
道
府
県
庁
や
市

町
村
の
役
場
を
国
道
や
府
県
道
の
起
点

と
す
る
と
き
は
、
道
路
元
標
の
設
置
し

た
地
点
を
起
点
と
す
る
と
い
う
こ
と
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

全
国
一
斉
に
道
路
元
標
が
設
置
さ
れ
、

当
時
の
阿
閇
村
（
現
播
磨
町
）
で
も
今

か
ら
90
数
年
前
の
大
正
9
（
1
9
2
0
）

年
に
、
道
路
の
出
発
点
と
な
る
石
柱

（
元
標
）
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
1
万
2
千
以
上
の
市
町
村

（
市
町
村
の
合
併
が
進
み
、
現
在
は
1

千
740
余
）
が
あ
っ
た
の
で
、
全
国
で
1

万
2
千
余
り
の
道
路
元
標
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
戦
前
の
道
路

網
が
整
備
さ
れ
、
全
国
、
津
々
浦
々
に

道
路
の
基
点
と
し
て
道
路
元
標
の
石
柱

が
、
法
律
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
閇
村
と
い
っ
た
こ
ろ
の
初
代
の
村

役
場
の
あ
っ
た
本
荘
字
東
所
（
現
本
荘

2
丁
目
付
近
）
に
、
こ
の
道
路
元
標
が

立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
村
役

場
が
置
か
れ
て
い
た
の
は
、
阿
閇
村
が

誕
生
し
た
明
治
22
（
1
8
8
9
）
年
か

ら
二
代
目
の
村
役
場
に
移
っ
た
大
正
15

（
1
9
2
6
）
年
ま
で
の
間
の
こ
と

で
、
今
は
静
か
な
住
宅
地
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

戦
前
、
わ
が
国
の
道
路
網
整
備
事
業

の
一
環
と
し
て
建
て
ら
れ
た
道
路
元
標

で
す
が
、
戦
後
は
道
路
の
拡
張
や
市
町

村
の
合
併
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
く
は
忘

れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
風
雪
に
耐
え
て
、
わ
が
国
の
近
代

化
の
証
拠
と
し
て
残
っ
た
道
路
元
標

は
、
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
た
歴

史
的
な
文
化
遺
産
と
し
て
、
今
は
郷
土

資
料
館
の
玄
関
ポ
ー
チ
に
場
所
を
移
し

て
余
生
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

播
磨
町
郷
土
資
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館
長　

井
守
徳
男

　

郷
土
資
料
館
の
大
事
な
仕
事
の
ひ
と
つ
に
、
播
磨
町
の
歴
史
を
彩
る

様
々
な
資
料
の
収
集
や
保
管
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
数
あ
る
資
料

館
の
収
蔵
品
の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

播
磨
町
郷
土
資
料
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道
路
の
出
発
点
と
な
っ
た
「
阿
閇
村
道
路
元
標
」

7

資料館玄関に移されている　
「阿閇村元標」▶

▲道路元標が設置されていた
　初代阿閇村役場付近

※今月は特別展開催期間中（10月7日～12月2日）ですので、館内での展示はありません。
　資料館ポーチ脇に展示していますので、ぜひ本物を見に来て下さい。
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まちが いきいき きらめくはりま
～未来につなげる みんなのまちづくり～
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町の人口町の人口町の人口町の人口町の人口 （住民基本台帳人口＋外国籍人口）９月１日現在

34,745人（＋5人） 世帯数…14,115世帯（－1世帯）男…17,046人（－6人）
女…17,699人（＋11人）


